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２．森林の整備 

(1) 人工造林 

―造林面積は減少傾向― 

造林種別人工造林面積 
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地域別人工造林面積(ha) 

 

本県の造林面積は平成２０年度に大きな増加を見せた

後、減少の傾向にあり、２３年度の造林面積は８０haであ

った。 

この内、補助造林面積は２３ｈａであり、前年度に比べ 

９ｈａ減少している。なお、人工造林面積に占める補助造

林面積の割合は２９％となっている。 

造林種別の内訳は、再造林が前年度より２ｈａ減少し、  

４５ｈａ、拡大造林が８ｈａ減少し、３５ｈａとなっている。 

２３年度実績を地域森林計画区別に見ると、北部計画

区は前年度より７ｈａ減の３７ｈａであり、その内訳は、再造

林が３４ｈａと９３％を占めている。 

一方、南部計画区は前年度より３ｈａ減の４３ｈａであり、

内訳は、拡大造林が３３ｈａと７５％を占めている。 

 

造林樹種別の面積構成は、スギが３５％（２８ｈａ）、ヒノキ１１％（９ｈａ）、マツ２５％（２０ha）、広葉樹２９％   

（２３ha）であり、前年度に比べヒノキの割合が減少し、広葉樹の割合が増加している。 
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(2) 間伐・保育 

 ―間伐・保育実施面積は減少傾向― 

      間伐・保育面積の推移           地域別間伐・保育面積(ha) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間伐の齢級構成の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県の間伐及び保育の実施面積は、２１年度に１，４７３haまで増加したあと減少の傾向にあり、２３年度は前年

度から４９ha減の１，３９１haであった。種類別には、下刈が前年度から９９ｈａ増加し３５３ｈａとなったが、除間伐が  

１６７ha減少したため、保育面積全体としても減少した。 

２３年度の地域別傾向としては、北部計画区では前年度から３１ha増加し、５０６ｈａとなった一方、南部計画区で

は前年度から７９ha減少し、８８５ｈａとなっている。種類別内訳は、北部計画区が下刈３４％、間伐５７％に対して、

南部計画区では下刈２１％、間伐７２％となっている。 

間伐実施面積の構成を齢級別にみると、２３年度はⅨ齢級以上の割合が大きく増え間伐全体の４９％を占めて

おり、間伐対象木の高齢級化が進んでいることが伺える。 


